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第 5 章では，実建物への適用を考え，第 3 章および第 4 章で実験的ならびに解析的検証を行った建物モデルよりも
-546-
さらに自由度を増やした建物モデルにおける連結型制震(振)システムに対する検討を行っている。建物モデル，建
















(3) 2 棟連成系の 1 方向振動制御について，調和加振とともに非定常地震動入力に対する制御効果をシミュレーショ
ン解析及び模型実験結果から定量的に明らかにしている。
(4) 水平 2 方向の制御装置を例示するとともに，これを用いた水平任意方向の振動を対象とした制震(振)システム
について提案し，解析と実験結果からその有効性を示している。
(5) 以上の結果を総合して，連結された複数棟連成系の制震(振)システムの設計法の提案を行っている。
以上のように本論文は，複数よりなる建築構造物連成系の振動制御法について極めて有用な資料を提示しており，
建築耐震工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
